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易な推定法を提案し，実際に GaAs F E T増幅器を用いた伝送実験を行い，実験結果をよく説明できる
ことを示している。また，このような非線形ひずみを抑圧する方法について考察し，フェージングの周
波数特性に着目して，可変共振形回路を増幅器の前に設置する方式を考案し，その効果を実験的に明ら
かにしている。
最後に，中継距離の拡大あるいは一層の高能率化を図るため，耐線形ひず、み特J性の優れたマルチキャ
リア方式を提案し，これに適した周波数配置法，合・分波法，アンテナの送受信共用法，非線形ひずみ
の影響などについて考察を加え，将来のディジタル無線通信方式の在り方を示唆している。
これらの成果は，通信工学の発展に寄与する所が大きく，本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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